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1 長崎市駐車場整備計画<改訂版>策定にあたって

①見直しの背景と目的

これまで本市の駐車場施策は、駐車場不足による渋滞発生を防止するため、平成6年に「長崎

市駐車場整備計画」を策定し、交通施策の一環として、駐車場の総量確保に重点を置いた取組み

を進めてきました。

この結果、駐車場総量は着実に増加し、路上駐車は減少するなど一定の効果が上がってぃま

一方、近年の人口減少や自動車利用の二ーズの変化なども相まって、本市においても自動車

保有台数の伸びは鈍化傾向にあり、今後は駐車場の需要量と供給量の飛離が進行してぃくこと

が予想されるなど、駐車場施策は転換期を迎えてぃます。

また、人口減少や少子高齢化社会が進行する中、将来の都市づくりの考え方を示す「長崎市都

市計画マスタープラン」においては、将来のまちの姿である「ネットワーク型コンパクトシティ

長崎」を掲げており、実現1こ向け居住及び都市機能を安全で利便性の高い区域へ誘導するため

の容積率緩和などの取組みや公共交通機関の維持・確保に向けた取組みが進められるなど、駐

車場の分野においても、まちづくりの方針に沿って、民間事業者が土地利用の転換を図りやす

い環境づくりや公共交通機関の利用促進1こ貢献する取組みが求められてぃます。

さらには、国においても、これまでの総量確保の施策からまちづくりと連携した施策に転換

する必要性を打ち出しています。

このようなことから、これまでの駐車場の総量確保の取組みからまちづくりと連携した駐車

場施策への転換を行うため、今後の本市の駐車場施策の方向性を定める「長崎市駐車場整備計

画」の改訂を行います。



②計画の位置付け

長崎市駐車場整備計画<改訂版>(以下「本計画」という。)は、駐車場法(昭和32年法律

第106号)に基づく計画で、上位計画である「長崎市第五次総合計画(策定中)」に即し、関

連計画と整合を図ります。

また、本計画に基づき、関連条例である「長崎市駐車場条例」や「長崎市建築物における駐車

施設の附置及び管理に関する条例(以下「附置義務条例」という。)」へ展開していきます。

なお、本計画は「駐車場整備地区」を対象とした計画でありますが、特に長崎市立地適正化計

画で定める「都市機能誘導区域」は、高次な都市機能増進施設を維持・誘導し、都市全体におけ

る各種サーピス(商業、医療、福祉等)の効率的な提供を図る区域であり、駐車場のあり方は効

率定なサービス提供の観点からも重要となることから、「都市機能誘導区域」についても本計画

に基づく取組みを行うこととします。

く長崎市車場整備計画<改訂版>の位置付け>

駐車場法

長崎市駐車場整備計画<改訂版>

信'1・画期間:令和3年度から令和12年度)

長崎市駐卓場条例

長嶋市建築物におWる駐車施設の附置

及び管理に関する条例

③計画期間

長崎市第五次総合計画

.長崎市都市計画マスタープラン

.第2期長崎市まち・ひと・しご
と創生総合戦略

・長崎市立地適正化計画

整合 ・長崎市公共交通総合計画
・長崎市第二次環境基本計画

.長崎市地球温暖化対策実行計画

.長崎市中心市街地活性化基本三十
画

.長崎市観光・ MICE戦略

.(仮称)長崎市バリアフリーマス
タープラン・第2期バリアフ
リー基本橋想など

反映

本計画の計画期間は、令和3 (2021)年度から令和12 (2030)年度の10年間とし

ます。
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④上位・関連計画

本計画の策定にあたっては、上位・関連計画と連携・整合した計画としなけれぱなりません。

そこで、これら計画における駐車場に関連する内容などにつぃて整理します。

ア長崎市第五次総合計画(策定中)

■概要:総合計画とは、これからの長崎市がめざす「将来の都市像」を掲げ、その実現に向

けた基本的な姿勢や道筋を明らかにしたもので、すべての市民と行政にとって共通の

まちづくりの指針となるものです。当初、長崎市第五次総合計画の開始時期を令和3

年度としておりましたが、新型コロナウイルス感染症に係る諸般の事情により、開始

時期を令和4年度に1年延期したこと{こ伴い、第四次総合計画の計画期間を1年延長

しています。

■計画期間:令和4 (2022)年度から令和12 (2030)年度までの9年間(前期4

年間/後期5年問)

■関連キーワード(第四次)

・低炭素なまちづくりに向け、環境負荷の少ないコンパクトなまちづくり、公共交通機

関の利用促進等の取組みを推進します。

・エネルギー消費の全体量を縮小させる省エネ設備や省エネ製品、次世代自動車等の普

及を図り、省エネルギーを促進します。

・立地適正化計画の推進により、市街地のコンパクト化と周辺地区との公共交通による

ネツトワークの形成を図ることで、地域の活力を維持するとともに、市民が安心して

暮らせる都市づくりをめざします。

既存の道路等の機能を最大限に活用する交通需要マネジメントを1隹進するとともに、

マイカーから公共交通機関への乗換えを促すため、多くの情報を発信し、市民や企業

の理角早を深めます。

・路上駐車や駐輪防止を図るため、官民が一体となって適正な駐車対策や駐輪場の整備

を推進します。



イ長崎市都市計画マスタープラン

匝概要:都市計画マスタープランとは、将来の都市づくりの考え方を示すものです。長崎市

第四次総合計画に掲げる将来の都市像を都市計画の面から実現するため、市民の暮ら

しの指標となる「住む」「働く」「動く」「集う」「学ぶ・育む・やすらぐ」という生活像

を視点とした都市づくりの指針を定めています。また、人口減少、少子高齢化の進行{こ

おいても、持続可能な都市構造の実現を目指すため、長崎らしい集約連携型の将来都

市構造として、「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」の実現を掲げています。

■計画期間:平成28 (20 16)年度から令和17 (2035)年度までの20年間とし、

中間年次の令和7 (2025)年度に見直しを行う。

厘関連キーワード・:

.観光地周辺や都心部の商業・業務地区における円滑な道路交通確保のため、公共交通

の利用イ足進を図るとともに、附置義務条例等に基づいた、事業者と行政の協働による

駐車場・駐輪場の適切な配置・整備を図ります。

.中心市街地等においては、歩行環境の快適陛や安全性を確保するため、事業者と行政

の協働により、駐輪場の整備を促進します。

.都心倍β.都心周辺部・地域拠点と生活地区を結ぶ公共交通機関の連携強化とともに、利

便性、定時性、速達性を高めるため、パークァンドライドなどの交通需要マネジメント

(TDM)の施策を推進します。
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ウ 長崎市立地適正化計画

皿概要:立地適正化計画とは、長崎市都市計画マスタープランで掲げる将来都市像「ネツト

ワーク型コンパクトシティ長崎」を具体的に進めていくための「コンパクト」の部分を

担う計画です。基本方針に、長崎らしい「集約(コンパクト)と連携(ネットワーク)」

の都市実現のため、市民にとって安全・安心で快適な薯らしが続けられる都市づくゆ

を掲げています。立地適正化計画では、高次な都市機能が集積している「都市機能誘導

区域」とその周辺の平地を基本とする地形的制約が少ない「居住誘導区域」の2つの誘

導区域を定め、階β市機能誘導区域」には高次な都市機能増進施設を維持・誘導し、「居

住誘導区域」には、緩やかに居住を誘導していくこととしています。

■計画期間:平成30 (2018)年度から令和17 (2035)年度までの概la20年間

とし、概オa5年毎に計画の進捗状況等の確認を行い、必要に応じて見直しを行う。

■関連キーワード

.都市計画法や都市再生特別措置法等に基づく規制緩和を行い、民間事業者が土地利用

転換を図りゃすぃ環境を整備し、都市機能の誘導を図ります。

.暮らしに欠かせない公共交通の維持・改善を図り、利便性の向上等により公共交通の

利用促進を図ります。
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工 長崎市公共交通総合計画

■概要:公共交通総合計画とは、長崎市都市計画マスタープランで掲げる将来都市像「ネツ

トワーク型コンパクトシティ長崎」の「ネットワーク」を担う計画で、立地適正化計画

と連携して将来都市像の実現を目指すための計画です。これからの公共交通が目指す

姿を掲げ、目指す姿の実現と課題解決に向けた方向性などを定めています。

闇計画期間:令和2 (2020)年度から令和17 (2035)年度までの16年間とし、

概ね5年毎に計画の進捗状況等の確認を行い、必要に応じて見直しを行う。

■関連キーワード:

公共交通案内情報の充実やロケーションシステムの導入、自家用車以外の交通機関を

シームレスにつなぐMaaSの導入などにより、観光客など新たな利用者層を取り込

み、フリー乗降区間の拡充なども含めて、公共交通機関の利用促進を図ります。

自家用車から公共交通への利用転換を促すために、郊外部でパークァンドライド駐車

場の設置について検討する。
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オ長崎市地球温暖化対策実行計画

鳳概要:地球温暖化対策実行計画とは、本市の自然的社会的条件伝応じて、温室効果ガスの

排出の抑制等を総合的かつ計画的に進めるための施策を定めています。基本目標とし

て、「市民協働のコンパクトで低炭素型の持続可能な『人と自然と文化が輝き続けるま

ち長崎Ⅲを掲げ、令和32 (2050)年度における将来ピジョンに、「公共交通機関

が充実し、徒歩や自転車で行動できる低炭素でコンパクトなまち」「エネルギーの有効

活用が進み、環境と経済がともに伸びるまち」「大量生産・大量消費から脱却し、省資

源・循環型へ転換したまち」「環境に配慮した行動を実践するまち」を設定しています。

閑中期・長期目標年:令和12 (2030)年度を中期困標年、令和32 (205 の年度

を長期目標年とする。

■関連キーワード

・自動車中心のライフスタイルからの脱却を図るため、公共交通機関の利用を促進する

施策を実施します。鉄道からバス等への公共交通乗継の利便性の向上やパークァンド

ライド駐車場の利用1こよるまち中心部への移動時における公共交通機関の利用促等を

図るため、交通結節点の改善を図ります。

・自動車については、エコドライブや力ーシェアリングの普及に努め、使用方法の改善

を図るとともに、電気自動車充電設備の設置等インフラ整備を行い、電気自動車や八

イブリッド自動車等のエコカーの普及を促進します。
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力長崎市観光・ MICE戦略

慶概要:観光.MICE戦略とは、観光を取り巻く社会盾勢の変化や多様化する訪問客の二

ーズに対応するため、従来の戦略や計画を統合するとともに、観光のみならず「出島メ

ツセ長崎」を中心としたMICEによる振興を図ることを目的として策定する戦略で

す。交流人口の拡大による経済活性化と市民生活との調和を図るため、行政、事業者、

DMO、市民などの多様な関係者がめざすべきビジョンを共有し、そのビジヨンを達

成するための基本的な方向性や重点的に進めるべき取組みの指針を示します。

■計画期間:令和3 (2021)年度から令和7 (2025)年度の5年間とする。

■関連キーワード

.市内の観光スポットの周遊を促進するため、交通事業者と連携し、観光型MaaSな

どにより、バスやタクシーなどの移動手段をサーピスとして提供し、検索から予約、決

済、利用まで総合的に対応できるような周遊の検討を行っていきます。また、観光スポ

ツトや移動経路の混雑を回避する機能化より、訪問客の需要の平準化を図り、ニーズ

に応える侠適な周遊環境を提供できるよう検討していきます。
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2 これまでの取組

①策定時(H6)の社会情勢

本市の中心倍Ⅲ式周囲を斜面地で囲まれたすり鉢状の地形により、幹線道路が狭小な平坦地に

集中する一点集中型の幹線道路網を形成しています。このため、現在においても、慢性的な交通

渋滞が発生しています。

このような中、全国においては、急速な自動車社会の到来とともに自動車の保有台数が著し

い増加を示し、本市においても例外ではなく、自動車保有台数の増加により都心部への自動車

交通の集中はますますその度合いを高めてぃました。

また、本市は古くからの港湾都市として、また原爆被災の平和都市として世界に広く知られ

ており、種々の観光施設が中心市街地を主体の多く分布しており、多くの観光客が訪れてぃま

した。これら観光客の多くが自動車により来訪し、観光施設の集積地周辺において、道路混雑に

拍車をかけていました。

さらには、駐車場整備が駐車需要に十分に応えうるものとなっておらず、駐車マナーの問題

も相まって、路上駐車が蔓延し、さらに渋滞を悪化させるという悪循環が発生し、駐車問題が交

通の安全性低下や円滑な都市活動の阻害などの要因となっていました。

<駐車問題による卸のイメージ>

^

、4
゛ 交通の安全性

低下・都市活

動阻害が発生

.

^

圭' ヨ



②計画策定前における取組内容

このような問題に対応するため、本市においては、昭和42年に駐車場整備地区として都心

部約158へクタールを都市計画決定し、昭和45年には附置義務条例を定めるなどの取組み

を行ってきました。以下に、駐車場整備計画策定前における取組みを整理します。

ア放射環状型幹線道路綱の整偏

都心倍βへの道路交通の一点集中を解消していくため、放射環状型幹線道蹄岡などの整備

を推進してきました。

イ駐車場整備地区の都市計画決定

昭和42年に駐車場整備地区として都心部約158へクタールを都市計画決定し、その

後昭和49年に松が枝地区、平成6年に住吉地区と浦上地区の駐車対策を推進するため、

順次区域の拡大を行い、現在341へクタールを指定しています。

ウ附置義務条例の制定

目的地が明確な駐車需要に対する原因者負担の原則に基づく附置義務制度として、昭和

45年に附置義務条例を制定し、以来、附置義務制度は駐車施設の整備の推進に大きな役

割を果たしてきました。このような中、従来の附置義務基準では、当時の都市交通や駐車需

要を取り巻く状況に対して十分な対応が困難であったことから、平成5年には附置義務条

例の全部改正を行い、附置義務基準の強化を図るとともに適用地区の拡大を行ってきまし

た。

工公共による駐車場整偏

道路交通の円滑化と都市機能の増進を図るに当たり、これらを阻害する要因である路上

駐車車両を適釖に収容するため、市営桜町駐車場(昭和46年供用)の整備をはじめ、長崎

市民会館地下駐車場(昭和49年供用)、さらには主要な観光地周辺における駐車需要に対

するためバス駐車機能を備えた、松が枝町駐車場(昭和51年供用)、松が枝町第2駐車場

(平成2年供用)、平和公園駐車場(平成6年供用)の整備に取り組んできました。



オ駐車場案内システムの導入

うろつき車両や駐車場入口付近における空車待ち車両、路上駐車車両による道路混雑の

緩和などを目的とし、近隣駐車場の空き状況を案内する駐車場案内システムを、平成4年

に都心部忙導入しました。

なお、本システムは老朽化などの理由により、平成25年度末に廃止し、現在は、駐車場

の方角を示す固定標示板による案内を行っています。

違法駐車等の防止に関する条例の制定力

違法駐車などを防止することにより、避各が公共の施設とレて広く一般交通の用に供さ

れることを確保し、市民の安全で快適な生活環境の保持に資することを目的に、平成4年

に「長崎市違法駐車等の防止に関する条例」を制定しましだ。

'

ノ
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③長崎市駐車場整備計画に基づく取組み

このような中、都市における自動車の駐車のための施設の整備に関し総合的施策を講ずるも

のとして制定された、「駐車場法(昭和33年法律第106号)」が改正され、駐車場整備地区を

定める市町村に対し、当該地区における駐車場の整備に関するマスタープランとして「駐車場

整備計画」の策定が義務化されました。

これを受け、本市においては、平成6年に「長崎市駐車場整備計画(以下「前計画」という。)」

(晟終改訂平成14年)を策定し、交通施策の一環として、駐車場の刷念量確保に重点を置いた取

組みを進めてきました。以下に、前計画の概要と前計画に基づく主な取組みを示します。

【基本方針1】公的セクターによる駐車場整備の推進

.公的セクター(地方公共団体、第3セクター等)は、民間との適切な役割分担の

もとで一時預かり駐車場(不特定多数の利用者が公平に利用できるもの)の整備を

推進する。また、観光施設周辺における観光バスを対象とする駐車場整備について

は、公的セクターが主導的な役割を果たす。

【基本方針2】

.民間セクターが供給する民間駐車場は都市活動に大きく寄与しており、今後も駐

車需要に対応した民間{こよる路外駐車場の整備を推進する。

【基本方針3 既存路外駐車場の有効活用の推進

.駐車場案内システムの拡充及び専用駐車場の休日解放等により既存路タト駐車場の

有効活用を一層廉進する。

【基本方針4】原因者負担の原則に基づく附買義務制度の充実

.目的地が明確な駐車需要に対する原因者負担の原則に基づく附置義務制度の充実

と適切な運用を図る。

民問セクターによる駐車場整備の推進

く路外駐車場の整備目

■目標年次:平成17 (2005)年

目

内訳

約6,500台

約8,600台(+2,100台)

民間セクター公的セクター

1,500台600台

>



ア公共による駐車場整偏

道路交通の円滑化と都市機能の増進を図るに当たり、これらを阻害する要因である路上

駐車車両を適切に収容するため、市営松山町駐車場(平成9年供用)、長崎市茂里町地下駐

車場(平成10年供用)の整備に取り組んできました。

道路開発基金を活用した民間駐車場の整備イ

国の助成制度である道路開発資金等の融資制度係斤規貸付は終了)を活用し、一定の条件

を満たす民間路タト駐車場等の整備の促進に取り組んできました。

公営駐車場を活用したパークアンドライド施策の展開ウ

平和公園・松山地区の公営駐車場を活用したパークアンドライド施策の展開により、道

路混雑の緩和や公共交通の利用イ足進等に取り組んできました。

附置義務条例の改正(荷さぱき駐車施設の附置義務化)工

貨物自動車等の荷物の積み降ろしに伴う路上駐車が深刻化し、円滑な交通処理を阻害し

ていたことから、荷さぱき駐車対策の一環として、平成13年に附置義務条例の改正を行

い、荷さばき駐車施設の附置を義務化しました。

駐車場案内シスデムの拡充オ

計画策定前より導入していた駐車場案内システムを平成8年に住吉地区に、平成11年

{こは都心部を拡充し一駐車場の空き状況の案内による円滑な道路交通確保を図ってきまし

た。また一駐車場案内システム廃止後は、固定標示板と(一社)長崎サーピスアンドディベ

ロップメントが運営管理する「とむ~で. com」により一駐車場案内や満空庸報の提供を

行つてきました。

,
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し、路上駐車は減少するなど一定の成果があがっています。

の整備により駐車場台数の増加が見込まれています。以下
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3 駐車場を取り巻く状況の変化

①人口動向

本市の人口は、年々減少しており、平成27 (2015)年で429,508人(国勢調査)

となつています。国立社会保障・人口問題研究所の将来推計によると、今後も減少してぃくこと

が予想されており、令和27 (2045)年には311 082人まで減少することが予想されi

ています。また、高齢化率は、年々増加しており、平成27 (20 15)年で28.6%となっ

ており、将来推計によると令和27 (2045)年には41.2%に達することが予想さてぃる

など、人口減少・高齢化率ともに全国平均を上回る早さで進行してぃくことが予想されていま
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②自動車保有台数

人口減少や自動車利用の二ーズの変化なども相まって、全国的に自動車保有台数の伸びは鈍

化傾向にあり、本市においても例外ではなく、同様に鈍化傾向を示しています。

<自動車保有台数の推移と増減率>

保有台数 増減率

250'000

200,000

150,000

100,000

.

.
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..
.
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③主要地点交通量

市内主要地点における交通量は、概ね減少傾向を示しています。

<市内主要幹線道路の交通(台/12時間)>

H17年度H6年度位置

34,17129,086
国道34号

16,67019,686

54,76856,047
国道202号

19,47415,905

36,75136β83

35,59932,329国道206号

39,43942,722

37,13337,592国道499号

:全国道路・街路交通1青勢調査)

S63 H2 H4 H6 H8 HIOH12H14H16H18H20H22H24H26H28H30

年
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④観光動向

本市の観光客数は、平成29 (2017)年には過去最高となる708万人を記録し、クルー

ズ客船寄港数も過去最高の267隻を記録するなど増加傾向にありましたが、近年は新型コロ

ナウイルス感染症の影響によゆ大幅に減少しています。

交通機関別の観光客数の割合を見ると、自動車による来訪が最も多い結果となっていますが、

近年のクルーズ客船寄港数の増加により、ぞの割合は低下してぃます。

<交通機関別観光客数の推移>

^].R Eヲヲ昇男自動車 E7「船舶^航空機 割合(自動車)
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(資料:長崎市観光統計)

<クルーズ客船寄港数と市営駐車場バス駐車台数の推移>
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⑤ネットワーク型コンバクトシティの都市づくり

将来都市構造である「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」の都市づくりに向け、居住・都

市機能を安全で利便性の高い区域に誘導するための容積率緩和や公共交通の維持・確保に向け

た目所且みが進んでいます。

)環境問題の顕在化・深刻化

環境問題カミ顕在イヒ・深刻化する中、長崎市地球温暖化対策実行計画において、温室効果ガス削

減に向け、交通分野においても積極的な取組みが求められています。また、本市においては、令

和32 (2050)年までに温室効果ガス排出量実質ゼロをめざす「ゼロカーポンシティ」の宣

言を行つています。

⑦ ICT (情報通信技術)の発達

ICT(情報通信技林Dの発達により、1CTを活用した駐車場運用や駐車場に求められる機

能が多様化しています。

⑧国の駐車場施策の動向

国においても、人口減少や自動車保有台数の伸びの鈍化等を踏まえ、これまでの量的な駐車

場施策から、まちづくりと連携した駐車場施策に転換する必要性を打ち出しています。具体的

には、まちの将来像を踏まえた都市空間のあり方、そのために必要な駐車場のイ共給量の適正化、

場所、配置のきめ細かなコントロールといった様々な側面から駐車場施策を展開するため、ガ

イドライン等により、施策の転換を促しています。
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4 駐車場の現状

本市の駐車場の現状を把握するため、以下の調査範囲において駐車場実態調査を行いました
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<まちなか地区>

番号

①

②

地区名

③

江戸

④

元船

<まちなか周辺地区>

⑤

桜町

⑥

魚の町

番号

⑧

浜町

<調査地区>

⑦

⑮

出島

⑨

⑰

地区名

大黒

⑩

⑱

尾上町

大浦

⑯

⑲

弁天

館内

⑫

⑳

幸町

丸山

<浦上地区>

、

⑳

⑳

日の出

番号

油屋

⑳

中川

諏訪

⑪

新大工

銭座

⑫

地区名

玉園

⑬

茂里町

浜口

松山

<住吉地区>

番号

⑭

⑳

地区名

文教

住吉
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①四輪車駐車場の需給状況

駐車場実態調査の結果、調査地区内における四輪車の駐車場供給量は、ピーク時の駐車需要

を上回っておゆ、供給過多の状態となっています。

今後は、人口減少や少子高齢化等に伴う自動車保有台数の伸びの鈍化等により、駐車場供給

と駐車需要呈の飛離が予想されます。
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ピーク時駐車需要痘
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(令和2年(平日))>
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年

駐

ピーク時

駐車需要

差

<駐車場供給量と駐車需要量の推移(平日)>

平成6年

5,418

4,467

②二輪車駐車場の需給状況

二輪車駐車場供給量は増加し、路上駐輪は減少傾向にありますが、駐車場実態調査の結果、依

然として多くの地区で二輪車駐車場の供給量が不足しています。

平成19年
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4,68995 1
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③路上駐車の状況

乗用車の路上駐車が最も多いものの、特に平日は貨物車(荷さぱき車両)の路上駐車が半数程

度を占めています。また、地区別に見ても、貨物車の路上駐車が乗用車を上回る地区も多いこと

がわかります。

車

<路上駐車車種牙"割合>

タクシー

平日

貨物車

140

120

100

80

60

40

20

0

その他

<路上駐車の現状(令和2年(平日))>

4.69ら

乗用車

休日

15.4旦'b
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館丸
内山
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④駐車場の配置状況

低未利用地の駐車場への転換や建物ごとに駐車施設の設置を求める附置義務制度等も相まっ

て、駐車場の散在が進んでいます。また、年々、小規模な駐車場の割合力杜曽加しています。

<駐車場の配置の状況>

中心部地区

'1

ノ 爲

北部地区

凡例

H19年度以前に整偏され才こ駐車場

●H19年度以降に されrこ駐車場

<駐車台数別割合>

平成19年

10台末満

10台~20台未満

20台~30台末満

30台~40台未満

40台~50台未満

50台~60台末満

60台~70台末満

70台~80台末満

80台~90台末満

90台~100台

100台以上

46.49b 令和2年

28

62.096
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5 本市の駐車場に関する課題整理

駐車場を取り巻く状況の変化や駐車場実態調査、市政モニターアンケートの結果を踏まえ、本市

の駐車場化関する課題を以下のとおり整理しました。

1 目指すべき都市づくりとの整合

・駐車場の散在が歩行空間等の分断やうろつき車両の要因となり、配置の適正化が必要。

.附置義務制度が士地利用の八ードルになっており、駐車場分野からも、まちづくりの方針に

沿った、土地利用がしやすい環境づくりが必要。

・公共交通の重要性が益々増大しており、駐車場分野からも、公共交通の利用促進に資する取

組みが必要。

観光・イベント需要等への対応2

.バス駐車需要が増加しており、松が枝2バース化などを見据えた対応が必要。

.イベントなど特定の交通重要への対応が必要。

環境問題への対応

.環境問題が深刻化しておゆ、温室効果ガス削減に向けた取組みが必要。

ICTの活用

29

.j首路上での荷さぱきが通行の妨げになっており、安全安心な通1テや荷さぱきのため、荷さば

きスペースの確保が必要。

荷さはきスヘース'

.多くの地区で、二輪車駐車場が不足しており、供給量の適正化が必要。

二輪車駐車場の不足

6 駐車場のバリアフリー化

.超高齢化社会の進行やユニバーサルデザインの必要性を踏まえ、誰もが利用しやすぃ駐車場

整備が必要。

課題7

.1CTの発達により、駐車場に求められる機能が多様化しており、1C「を活用した多様な二ー

ズへの対応が必要。

量

4



6 駐車場整備等に関する基本方針

これまで、本市の駐車場施策は、駐車場不足による渋滞発生を防止するため、交通施策の一環と

して、駐車場の総量確保に重点を置いた取組みを進めてきました。この結果、駐車場総量は着実に

増加し、路上駐車は減少するなど一定の成果が上がつています。

一方、近年の人口減少や自動車利用の二ーズの変化等も相まって、自動車保有台数の伸びは鈍化

する中、駐車場の需要量と供給量の乘離が進行していくものと予想され、駐車場施策は転換期を迎

えています。

また、人口減少や少子高齢化が進行する中、将来のまちの姿である「ネットワーク型コンパクト

シティ長崎」の実現に向け、駐車場の分野においても、まちづくりの方針に沿って、民間事業者が土

地利用の転換を図りやすぃ環境づくりや、公共交通機関の利用促進に貢献する取組みが求められて

います。

このようなことから、駐車場を取り巻く状況の変化や課題を踏まえつつ、長崎市都市計画マスタ

ープランや長崎市立地適正化計画、長崎市公共交通総合計画で掲げる「ネットワーク型コンパクト

シティ長崎」の取組みなどと連携するため、これまでの「駐車場の総量確保」の取組みから「まちづ

くりと連携した駐車場施策」への転換をめざし、次の3つを計画の基本方針とします。

【基本方針1】

都市づくりと連携した駐

車場施策の展開

.目指すべき集約連携型の

都市構造である「ネット

ワーク型コンパクトシ

ティ長崎」の実現に向け

て、駐車場分野から施策

を展開します。

【基本方針2】

多様な駐車需要への対応

荷さぱき車両や二輪車の

駐車場は依然として不足

していることや、クルー

ズ客船寄港数の増加によ

リパス駐車需要が増加す

るなど、多様な駐車需要

に対応した施策を展開し

ます。

【基本方針3】

駐車場の質の向上

.駐車場に求められる機能

が多様化しており、交通

弱者や環境への配慮、1Cr

の活用などにより、駐車

場の質の向上を目指した

施策を展開します。

30



7 基本方針の実現に向けた個別施策

基本方針を推進するため、以下に示す個別施策の実現に向け、検討・1窃議してぃきます。なお、国

の動向や他都市の事例等も調査・研究しながら、以下に示す施策以外につぃても、基本方針の推進

に効果的な施策があれば、合わせて検討することとします。

目指すべき集約連携型の都市構造である「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」の実現に向

けて、駐車場分野から施策を展開します。

基本方針1

基本施策A

<個別施策1 四輪車駐車場の附置義務台数算定基準の原単位の見直し>

現状

.附置義務台数の算定基準であ

る原単位は「特定用途」と

「非特定用途」の2つの区分

で設定しており、商業施設や

事務所、ホテル等は同一の駐

車需要が生じるとみなされて

いる。

都市づくりと運携した駐車場施策の展開

1 駐車場の需給バランスの適正化

本市においては、駐車場法の規定に基づき附置義務条例を定めており、建築物の新築や増築

などを行うことで一定の要件を満たす場合は、表1のとおゆ、駐車施設の設置を義務付けてぃ

ます。

しかし、現行の附置義務台数の算定基準は件寺定用途」と「非特定用途」の2つの区分で設定

しており、商業施設や事務所、ホテル等は同一の駐車場が生じるとみなされ、画一的な量的整備

を進める要因となっています。

このため、建物用途ごとに異なる駐車場を適切に反映した原単位を設定することで、建物用

.建物用途ごとに異なる駐車需

要を適切に反映した原単位の

見直しを検討し、建物用途に

見合った駐車場の供給量の適

正化を図り、士地利用がしや

すい環境づくり等を図る。



途に見合った駐車場の供給量の適正化を図り、民間事業者が土地利用をしやすい環境づくり等

に繋げていくため、原単位の見直いこついて検討を行います。

なお、非特定用途は、主にマンションなどのイ主居系が対象となっており、附置義務自体を対象

外にすることも含め検討します。

<表1 現行附置義務条例における駐車施設の算定基準>

地区

対象となる

建築物の規模

原単位

特定用途延べ面積十非特定用途延べ面積X

0.5> 1, o o o m2

駐車場整備地区、商業・近商業地

※その他、中小規模建築物に対する緩和措置等があります。詳しくは、「長崎市建築物におけ

る駐車施設の附置及び管理に関する条例(平成5年条例第4号)」をご参照ください。

特定用途に

供する部分

150 m2毎に 1台

地区

百貨店その他の

店舗の用途{こ供

原単位する部分

1 50 m2

毎に1台

<参考国士交通省が示す原単位の目安値>

非特定用途値

供する部分

40om2毎に1台

駐車整傭区、商

特定用途延ぺ面積

> 2, o o o mユ

周辺区

事務所の用途に

供する部分

特定用途に

供する部分

1 50m2毎{こ 1台

近隣商業地

20 o m2

毎に1台

特定用途(左記

を除く。) 1こ供

する部分

20 o m2

毎に1台

非特定用途に

供する部分

図ま」は

車ふくう

地

自

450m2

毎に1台

特定用途に

供する部分

150m2

毎に1台
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基本施策A

<個別施策1 附置襲務駐車施設の隔地の弾力化>

現状

.附置義務駐車施設は、原

則、建物ごとに設置する必

要があり、結果として沿道

の多くを駐車場が占めてし

まう。

2 駐車場の配造の適正化

附置義務駐車施設は、原則、建物ごとに設置する必要があり、本市の附置義務条例において

は、当該建築物の構造または敷地の状態その他特別の理由により、当該建築物敷地内に駐車施

設を設置することが困難な場合に限り、敷地から概オ及30om以内の場所に駐車施設を設置す

ること(以下「隔地駐車場」という。)を特例的に認めています。

このため、基本的には建物ごとに駐車施設が設置され、結果として沿道の多くを駐車場が占

めることで歩行空間やまちなみの分断、うろつき車両の発生、さらには建設コストの増加によ

る士地利用の制約などが懸念されます。

このようなことから、附置義務駐車施設の集約化を図り、建設コストの削減による土地利用

がしやすい環境づくゆやにぎわいの創出等に繋げていくため、隔地駐車場の弾力的な運用につ

いて検討を行います。

対策

.交通の安全や円滑化、土地

の有効利用に資する場合に

も隔地駐車場を認めるな

ど、隔地駐車場の弾力的な

運用を検討し、駐車場の集

約化や建設コストの削減、

にぎわいの創出等を図る。

(駐車附置の特例)

第30条(前略)交通の安全及び円滑化又は土地の有効な利用に資するものとして市

<参考国土交通省が示す標準駐車場条例>

長の認定を受けて当該建築物の敷地以外の場所に駐車施設を設けたときは、当該建築

物又は当該建築物の敷地内に駐車施設を附置したものとみなす。



<参考隔地による附置義務駐車場集約化のイメージ>

IF部分を駐班に
せざるを得ない

巨】

利便性が悪いけど地
下にせざるを得ない

既存駐車場の稗働率低下

IF部分を店舗化

コインパーキングの増加

隔地

(出典:まちづくりと連携した駐車場施策ガイドライン(国士交通省))

^

●亀●^.●●●^^1 ^寄^ー^ー,^甲

『脅,■●『具■^^^^ず
...^●'^^^^

歩行者空化

建設コスト縮減

P

稼働牢上昇、収益UP

地
稼働率上昇、収益UP

,
,
,

0
=

1白ロロ
舮
,
,

,
,
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<個別施策2 駐車場配置適正化区域の活用>

<個別施策3 路タト駐車場配置等基準の活用>

現状

・まちづくりの方向性や将来像

とは無関係に駐車場が配置さ

れている。

隔主車場配置適正化区域」とは、都市再生特別措置法(平成14年法律第22号)1こ基づく駐

車場法の特例制度で、立地適正化計画で定める都市機能誘導区域内にあって、都市機能の誘導・

集積に伴い、自動車流入の集中とともに、高齢者、買い物客等のイ主来が予想され、駐車場へ向か

う自動車と歩行者との交錯を生じる恐れが高いエリアを設定し、駐車場を適正に配置するため

の施策を講じ、道路交通の混雑・ふくそう(特に駐車施設の出入口付近での自動車と歩行者の交

錯による危険)を解消するための区域です。

立地適正化計画(都市機能誘導区域内)に駐車場配置適正化区域並びに集約駐車施設の位置

等を記載した場合、区域内で新た1こ附置義務駐車施設を設ける場合は、集約駐車施設に設けな

ければならない旨を条例で定めることができ、駐車場の集約化による歩行環境の改善等が期待

されます。また、併せて「路外駐車場配置等基準」を定めた場合、従来届出対象でなかった小規

模駐車場や無料駐車場に対しても駐車場設置前に届出を課すことができるようになり、基準に

基づく指導や勧告が可能となります。

これら制度を活用することは、都市機能誘導区域の目的である各種サービス(商業、医療、福

祉等)の効率的な提供につながることから、これら制度の活用につぃて検討を行います。

対策

.駐車場配置適正化区域や路外

駐車場配置等基準の活用を検

討し、まちづくりと連携した

駐車場の配置の適正化や歩行

環境の改善を図る。



自転車手1蝿老
歩行者倶境の整偶

(凡航)

<参考駐車場の配置の適正化のイメージ>

略外駐軍増

隼軸駐直艶註

庇外駐軍場の配置の遡正化

附置軌癌電享籍鰻の論的化

-e*

寛y

P

ノ

司卑=電き●
00曜雌^
脅^

'

(出典:まちづくりと連携した駐車場施策ガイドライン(国土交通省))

^

口凶ず

車場の規模

~条例で定める規模未満

条例で定める規模以上~

50om2末満

従来の届出対象
50om2以上 ※駐車場法に基づく届出

※駐車場の規模とは、駐車の用に供する部分の面積のこと。

印

<路外駐車場配置等基準による届出対象駐車場>

路外駐車駐車

都市の周緑部
への集約化

まちなかの路外
駐中場の適正配田

有料駐車場

。色゛

0歩行者交通量の多い道路に面して出入口を設けないこと。

0交差点や横断歩道の側端から5m以内に出入口を設置しないこと。

0八ーモニカ型構造の駐車場は設けないこと。

0駐車場内で転回することができず、後退して入庫または出庫する必要がある駐車場は設

けないことなど

、、、

<路外駐車場配置等基準の例>

無料駐車

新たな届出対象
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基本施策A

<個別施策1 商業施設駐車場等を活用した郊外型パークアンドライド等の展開>

現状

.平和公園・松山地区の公営駐

車場を活用したパークアンド

ライドの取組みを行ってい

る。

3 公共交通との連携

現在、本市においては、平和公園・松山地区の3つの公営駐車場を活用したパークアンドラ

イドを実施しています。

今後は、郊外部の商業施設駐車場などを活用した郊外型パークアンドライド等の展開や利用

促進に向けた仕組みづくり等により、実効性の高いパークアンドライド施策の推進に向けた検

討を行います。

対策

.郊外部の商業施設駐車場等を

活用した郊外型パークアンド

ライド等の実施を検討し、公

共交通機関の利用促進や交通

渋滞の緩和、温室効果ガスの

削減を図る。

<平和公園・松山地区におけるパークアンドライド>

平和公回駐車場

P、. P
入口

ス 5台'f

昔逼車 149台

←住青佐世保

大柵

↓■ ^

バス
昔逼重

県営野球場駐車場

県営球場

^

、

き2台
9之台

バス 10台
普適車 28日台

^^^

松山町駐東場

^

、山

市民総合プール

^ ^

4雫

^

国道206号

^ ^ ^^^

陸上鰻技場

テニスコー

血
。



<商業施設駐車場を活用したパークァンドライドの事例>

天神・ 多への・に鉄道をこ利用される方へ

/EeN MALLの

イオン酉品寿(キフトカート)のこ鵡入が

10"イオフ値困できるため、畦

博畢まで
■弄
典昇乱■

闇翠一^U晶、E

兵

交

..

にイライラせず、スムーズに移動゛

こB零

天神庄で

釣25分
^^

耽■諭0こ痕"

イすン是ール^昇盤車

冨^

H29.10.1 』
冨生昏星^.盲帥●柵竃魯割疉陸'
斜能^」'式τ■蒙^電弔軍

時風
唇:30-23:00{芋日駒み1

収宴ぎ電

尭卦70昔

t●ι11'、
可曾ノ是一A豊^ざインフE,-1.宴ノ
事T卜祉●,盲0を●井ち{大el、,

^
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(出典

は!ニエニ芋ニンTEL 092.929.2300

福岡市ホームページ)



<個別施策2 公共交通の利用促進に資する附置義台数緩和制度の創設>

.本市の附置義務条例は、

適用地区内で一律の原単

位により附置義務台数を

算定し、附置義務駐車施

設の設置を課している。

本市の附置義務条例は、表1のとおり、適用地区内で一律の原単位であることから、公共交通

機関の利便性が高いエリア等においても、一律の原単位忙より附置義務駐車施設の設置を課し

ており、画一的な量的整備を進める要因となっています。

このため、公共交通機関の利便性が高いエリアにおいて、施設利用者に対し公共交通の利用

イ足進に資する目賂且み等が行われる場合には附置義務台数を緩和するなど、建物の立地特性を反

映した駐車場の供給を行うため、公共交通と連携した附貴義務台数の緩和制度につぃて検討を

行います。

.公共交通の利用を促進す

る取組み等が行われる場

合には、附置義務台数を

緩和するなどを検討し、

建物の立地特性を反映し

た駐車場の供給を図る。
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2.下記のいずれかの取組により、施設利用者に対して公共交通の利用の促進等を図るとともに、その取

組を周空吋ること

ノ炊.倬に諒ナるノCス、待ち堤墳整備

(当該珪^又【=勅也内におけるノCス、の待合スペスペンチa殺告等)

ノ(ス券、タクシー券4唐Z布

施段専用ノCえによる送迎

カーシェコπノングの導入

施投入居者のマイカー通勤a源ヨU禁止

タクシー^光ノ快d凝際に伴う路上でd避停車を抑制する取粗の実施

EaX也、施登秉朔者等への公共交通の和」用の促進及て泊動車の痢朔抑制に寅すると判断される取縮の実施

<公共交通と連携した附置義務駐車施設の緩和の馴,1」>

緩和対療エリア

.

..

、

まちな勃駐車畢琶壊

ι凡偶】

^制如卦串 1

^

.

^蜘坤尋単

制使尋●高IU1ス伴

重盧,丘

書興噛

.
靴堰町

首噺

(出典:金沢市ホームページ)
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荷さばき車両や二輪車の駐車場は依然として不足してぃることや、クルーズ客船寄港数の増加

によりバス駐車需要が増加するなど、多様な駐車需要に対応した施策を展開します。

基本方針2

基本施策B

<個別施策1 道路空間を活用した荷さばきスペース・タクシーベイの確保>

現状

多様な駐車需要への対応

1

.荷さぱき駐車施設の附置義

務制度を設けているもの

の、荷さぱき車両の駐車は

既存建物によるものも多

<、依然として荷さばき車

両の路上駐車が目立ってい

る。

荷さばきスペース等の確保

平成13年の附置義務条例改正により、一定の要件を満たす建築物の新築等を行う場合には、

荷さばき駐車施設の設置を義務付けているものの、荷さぱき車両の駐車は既存建物によるもの

も多く、依然として荷さばき車両の路上駐車が目立ってぃます。

しかしながら、既存建物に新たに荷さぱき駐車施設を設けることは困難であることから、 ^マコ

和2年度末を持って廃止されたパーキングメーター・パーキングチケットの跡地を荷さばきス

ペース等へ転換するなど、道路空間を活用した荷さばきスペース等の確保につぃて検討を行い

ます。

対策

.廃止されたパーキングメー

ター・チケットを荷さばき

スペース等1こ転換するな

ど、道路空間を活用した荷

さばきスペース等の確保を

検討する。



<道路空間を活用し荷さばきスペース等を確保した事例(中央橋付近)>

、.゛^

gむ..,・・'__＼^

/

^

<パーキングメーター・パーキングチケット※令和2年度末で全て廃止>

飢章べイ齢
6:00-12:00
卸中の物庫
12:00-600
タクシーち

単区マッブ(是嫡市中心市衡胎)

料金は荊軸凱です叢車後すぐに200円を納めてください.

駐単時朋は80分以内です 60分を血えて駐車*ると駐車違長になります

毛く

0身且壁鴻斯

捌侵金韓犠

御 分匪頓

. 竜の凋分田横

町公佃宿 0

長臭特桐 0

壕巍闘前

舶罰

働丸煙"便鳥前 0

鵠趨幽田駐軍区閉の駐享方怯

時閤制田粧車区問の弟用誇価は弼白キ前凹特から午慢写時庄ての悶

【市足金畝催・丸尾心憧鳥繭1'午前8鵠から午畦10時声での問1で,
判吊される宵は、区閻内伯通昆とに白鳳で点元され卜耻章井円に庫
妄止め
バーキング'ー,ーは
駐掌螢すぐにバーキング・メー,-1-2伽円乏軸A

パーキング・チケリトは
骸車置すぐにバーキンケ・〒ケ゛ノト尭妹疑でチケウトを■Aし
訂ガラスの内劃に外から見叉るように砧舛

ハー◆ングハ^ング
ト.

0

(出典:長崎県察ホームページ)
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基本施策B

<個別施策1 二輪車駐車場の総量確保>

現状

.二輪車駐車場の整備台数は増

加し、路上駐輪は減少してい

るものの、依然として多くの

地区で供給量が不足してい

る。

二輪車駐車場の確保

道路空間等を活用した二輪車駐車場の整備について、引き続き検討するとともに、併せて民

間による二輪車駐車場の整備を促進します。

<個別施策2 二輪車駐車場の附置義務制度の創設>

対策

<個別施策3 四輪車駐車場の附置義務制度緩和と連携した受入環境の整備>

.i亘路空間等を活用した公共{こ

よる二輪車駐車場の整備や民

間による整備をイ足進する。

現状

.二輪車駐車場の整備台数は増

加し、路上駐輪は減少してい

るものの、依然として多くの

地区で二輪車駐車場の供給量

が不足している。

二輪車駐車場の受入環境の整備に当たっては、二輪車駐車場の新たな附置義務制度導入も視

野に入れつつ検討しますが、駐車場設置者の負担を軽減するため、四輪車の附置義務台数算定

基準の原単位の見直しによる附置義務制度の緩和と連携した受入環境の整備促進など、様々な

対策

.二輪車駐車場の新たな附置義

務制度もネ見野に入れつつ、駐

車場設置者の負担軽減などか

ら、様々な事例を参考に受入

環境の整備促進を検討する。



事例を参考に検討を行います。

<四輪車の附置義務緩和により二輪車の受入環境の整備を促進する事例>

・平成14年に附置務条例を改正

一子俳・雪一臣イ七1〒開喜'曹1 沌§t"胃、 ・・入刃,育・苓.合・机一融、工男1-1VP
一附義務の緩和(3(X)rf;→350市につき1台(区部の共同住宅)等)
一既存建築物についても附義務を緩和し、備蓄倉庫や駐輪場等への転用を可能に

(出典:駐車場の附置義務制度(国交省))

【東京都の事例】

Q自動一、自等のをした際の自付置義務台数

教えてください。

=自動二輪車を附置する場合は、自動二輪車5台につき自動車2台が緩和され、

自転車等を附置する場合は自転車等6台につき自動車2台力^されます。

(出典:那覇市ホームページ)

^ '

【那覇市の事例】

について



基本施策B

<個別施策1 観光ノ(ス、駐車場の総量確保>

<個別施策2 バス受入れ時間の平準化>

現状

3 観光・イベント需要等への対応

.クルーズ客船寄港数の増加に

伴い、バス駐車需要が増加

し、ピーク時には駐車待ちが

発生している。また、駐車場

利用時間には偏ゆが発生して

市営駐車場におけるバス駐車需要は、クルーズ客船寄港数の増加を背景に増加傾向にあり、

ピーク時には満車となり駐車待ちが発生してぃます。またJ則犬、バスの駐車場利用時間は偏り

がある状況です。

さら忙、今後は、松が枝国際観光船ふ頭の2バース化等により、バス駐車需要の更なる増加が

想定されています。

このようなことから、郊外部の道路残地等を活用したバス駐車場の総量確保や駐車料金上限

額の見直しや駐車場予約システムの導入等により、受入時間の平準化を図るなど、バスの受入

体制の強化について検討を行います。

対策

.郊外部の道路残地等を活用し

た、バス駐車場の総量確保

や、駐車料金上限額の見直し

や駐車場予約システムの導入

等により、受入時間の平準化

等を検討する。



<個別施策3 イベント等におけるバークアンドライド等の利用促進>

現状

.イベント時などの特異日に

は、駐車待ち等による道路混

雑が発生している。

長崎ランタンフェスティバルなどイベント時などの特異日には、自動車の過度な集中と併せ

て、会場周辺における駐車場の駐車待ち等により道路混雑が発生しています。また、今後は、 Ξ

菱重工業幸町工場跡地で計画中のサッカースタジアを中心とした商業、ホテル、オフィス等の

複合開発である「長崎スタジアムシティプロジェクト」により、試合開催時等には多くの集客が

見込まれるなど、特異日における駐車需要への対応が必要となります。

このようなことから、パークァンドライドの利用促進の取組みや臨時駐車場の確保等により、

特異日の駐車需要への対応に向けた検討を行います。

<長崎スタジアムシティプロジエクトイメージパース>

対策

.パークアンドライドの利用促

進の取組みや臨時駐車場の確

保等を検討し、特異日の駐車

需要への対応を図る。

^

※構想段階のため、今後デザイン含め変更の可能性があります。

(出典;ジャパネットホールディングス)

t
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駐車場に求められる機能が多様化しており、交通弱者や環境への配慮、 1CTの活用などによ

り、駐車場の質の向上を目指した施策を展開します。

基本方針3

基本施策C

<個別施策1 車いす駐車施設やダブルスペースの確保>

<個別施策2 車いす駐車施設の適正利用に向けたマナーアッフ運動の実施>

1 だれもが利用しやすい駐車場の普及

駐車場のの向上

.ノやノアフリー法や附置義

務条例により、要件に該

当する駐車場を新たに設

置する場合には、車いす

使用者用駐車施設の設置

が義務付けられている。

現在、本市においては、高齢者、障害者等の移動等の円滑化のイ足進に関する法律(平成18年

法律第91号。以下「パリアフリー法」という。)や附置義務条例により、一定の要件に該当す

る駐車場を新たに設置する場合には、車いすイ吏用者駐車施設の設置を義務付けてぃます。

一方、市政モニターアンケートでは、駐車場の利用のしにくさ(狭さや入りにくさなど)に関

する意見も多く寄せられおり、今後も高齢社会が進行するなど、だれもが利用しやすぃ駐車場

の普及が必要と考えます。

このため、車いす使用者用駐車施設と併せて「ダブルスペース」の設置を促進するとともに、

要件に該当しない駐車場や既存駐車場に対しても車いす使用者用駐車施設等の設置を促進する

車いす使用者用駐車施設

と併せて「ダブルスペー

ス」の設置促進に向け検

討を行う。また、要件に

該当しない駐車場や既存

駐車場に対しても、車い

す使用者用駐車施設等の

設置促進や車いす使用者

用駐車施設の適正利用に

向けたマナーアップ運動

に向け検討する。



とともに、車いす使用者用駐車施設の適正利用に向けたマナーアップ運動実施の検討を行いま

す。

<ダフ'ルスヘースとは>

ダブルスペースとは?
2 預のスペースを

゛
広い幅を

え武ス

五0
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基本施策C

<個別施策1 駐車場案内システム等の活用>

対策

.駐車場案内システムである

「とむ~で. com」や長崎駐

車場マップ等により、適切な

案内を図る。

低末利用地の駐車場転換や建物ごとに駐車施設の設置を求める附置義務制度等により、駐車

場の散在が進み、駐車できる駐車場の見つけにくさの要因となっていると考えられます。

このため、満空清報をりアルタイムで提供する駐車場案内システム「とむ~で. com」の活

用等により、駐車場への適切な案内を行うなど、利用者サーピスの向上を引き続き図ります。

現状

.駐車場が散在し、駐車できる

駐車場が見つけにくい。

2 ICTの活用等による利便性の向上

<駐車場案内システム「とむ~で. com」>

とむ、て紐口m

エリアをんで
検蠢する

'、ろし、ろな鍛件で
検る

全ての駐埠を長
一示する

調空状況マップ

モバイル端末での
利用ご累内

自町地譚でのルート抽本ができる
ユーートフ.に,・タプしウト点兄広1
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<個別施策2 キャッシユレス決済への対応>

現状

.民間駐車場を中心に駐車料金

のキャッシユレス決裁の導入

が進んでいる。

全国的にキャッシュレス決裁の普及が進んでおり、市営駐車場についてもキャツシユレス決

裁導入等により利用者サーピス向上に向けた検討を行います。

対策

.市営駐車場におけるキャツ

シユレス決裁の導入等により

利用者サーピスの向上に向け

検討する。

基本施策C

<個別施策1 充電施設等の設置促進>

現状

.環境問題の顕在化・深刻化に

より次世代自動車を普及する

ための取組みが推進されてい

る。

3 新たな機能付加による駐車場の有効活用

次世代自動車の普及を見据え、駐車場への充電施設等の設置促進など、駐車場分野からも次

世代自動車の普及に向けた取組みについて検討を行います。

対策

.次世代自動車の普及を見据

え、駐車場への充電施設等の

設置など、駐車場分野からも

環境問題に貢献する取組みに

ついて検討する。

50



冒過充電器

電源に単相交流20OVまたは100ν
源電
を使用

充電 5~8時間程度て満充竜力句綬

住宅や事務所や宿泊雄設.商業矩設など
訟置揖所

長時間駐車亨る堤所での牽1用におすすめ

急遜充電器こ比へて設偏導入費用の負担
胎血

が少ない

※車種によって肆'ります.

ICTの発達により、全国的にMaas (モピリティ・アズ・ア・サーピス)の取組みが推進

されており、本市の関連計画においてもMaaSの実現に向けた方針が示されています。

このため、駐車場分野からもMaaSの取組みに貢献する目賂且について検討を行います。

急速充電器

.駐車場への力ーシエアやシエ

アサイクル等の設置などによ

り、駐車場分野からもMaas

導入に貢献する取組みについ

て検討する。

<充電設備の種類>

30分で80鴫尋度の充電が可能

商速道路の5A等、短時問で充電する

●要がある堰所への設置が租定される

普逼充電噐に比へて設偏導入頁用の

負担力T大きい

※車種によって異ナ'りまず.

源

電

置埼所

電浪こ三相交流20OVを使用

充電スタンド

<個別施策2 駐車場への力ーシエアやシエアサイクル等の設置>

(出典:(一社)電動車両用電力供給システム協議会ホームページ)

電用
コンセント

現状

.1CTの発達{こより、全国的

にMaaSの導入が推進され

ており、 MaaSの実現によ

る地域課題の解決が目指され

ている。



<Maas (モピリティ・アズ・ア・サーピス)とは>

阿一つの

貞闘

スーJCーシティ

スマートシティの

奨現

^

飾倉

「、1聶一1

塁週 門ス

■

止■

検索予約決済

斬しい生活讐式

^対庫

B密の回遭棚

ン

地域か抱える課題の解決

移動目的とも一体化

地域や卸光地

における移^

利便性向上

(出典:日本版Maa Sの推進(国交省))
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8 施策の評価方法等

長崎市駐車場整備計画の推進に当たっては、本計画に掲げた個別施策の実施に向け、駐車場の利

用者である市民、駐車場を管理運営する事業者および行政等が一体となって検討・協議してぃきま

す。

また、計画の三平価は、関係者等の意見を踏まえつつ、 PDCA 信十画・実施・調面・改善)サイク

ルに沿つて計画10年後の調面検証を実施します。

'則犬、課題等を把握

し、上位・関連計画

と連携・整合した計

画を立案します。

.三平価結果や社会情勢

の変化等を踏まえ

Plan

(計画

計画の見直しを行い

ます。

.計画に基づき、施策

の検討・実施を行い

,.

.

ます。

Ⅱ

施策の実施状況や目

標の達成状況をZ平f西

します。



9 資料編

①市政モニターアンケート

令和元年度に実施した市政モニターアンケートの結果を示します。

ア調査の目的

これまで、駐車場不足による路上駐車の増加などの対策として、駐車場の総数を確保する各

種施策に取り組んできました。

これら取組の成果により、「駐車場の総量」は着実に増加するとともに、路上駐車車両は減少

するなど一定の成果があがっています。

方今後は、人口減少等による自動車保有台数の減少が見込まれる中、駐車場が沿道牢間の

多くを占めることによるまちの魅力の低下や歩行空間の不連続、駐車場附置義務による建物更

新のコスト増加などが課題となります。

このため、今後の駐車場施策の方向性を検討するため、駐車場に関するアンケート調査を行

い、参考とさせていただくものです。

イ調責の概要

調査期間

送付数

回答率

:令和元年12月7日~令和元年12月23日

227人(郵送モニター 186人インターネットモニター

:67.0ψ0(152人)(郵送モニター 138人インターネツ

ウ調査結果

今回の調査結果では、自動車を運転する目的は「通勤・通学」が約38%と最多で、このうち

約58%は駐車場に6時間以上12時間末満駐車することがわかりました。一方、通勤・通学以

外の目的で自動車を運転されるかたの80%以上は、3時間末満の駐車となることがわかりまし

た。これらから、駐車場の利用形態につぃては「通勤・通学で比較的長時間の駐車」、「その他の

目的での短時間の駐車」の2種類の二ーズがあることが明らかになりました。

目的地から駐車場までの距離については、半数以上のかたが 30omまでは許容できるという

ことがわかりました。また、目的地から駐車場までかなりの距離がある場合であつても、シャト

ルバスの運行や料金、雨に濡れない動線などなんらかの対策がある場合には約87%のかたが利

41人)

トモニター 14人)
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用してもよいと思うと回答しています。これらから、集客施設等の近隣に駐車場を確保するこ

とが困難な場合、少し離れた駐車場であっても対策を併用することにより機能する余地がある

と考えられます。

駐車場の総量については、多くの地区で「足りていない」、「少し足りていない」と答えたかた

が50%を超えており、特に長崎駅周辺では約 74ツ0にのぽります。同様に、空車の駐車場が見

つけにくい地区についても「長崎駅周辺」が最も多い回答でした。長崎駅周辺地区全体で見る

と、駐車場の総数は十分に確保されているものの、「駐車場が不足してぃる」、「空きが見つけに

くい」という意見が多い状況にあるため、駐車場の案内や満空情報の発信につぃて、どのような

あゆ方が望ましいか検討を行う必要があります。

自由意見については、駐車料金の高さに関する意見が多く寄せられてぃます。これは、長崎市

特有の地形から平地部が少なく、平地部の地価が非常に高いため、駐車料金も高く設定しない

と採算が合わないことに起因しているものと考えられます。直接的に解消することは困難です

が、公共交通の利用促進やパークアンドライドの取り組み強化をはじめとして、郊外部の駐車

場を有効活用するなど今後、検討を深める必要があると感じました。

工調査結果の見方

調査結果の数字は、百分率で表記しているものがあり、百分率の値は、小数点以下第2位を

四捨五入して、小数点第1位まで表記しています。そのため、内訳を合計しても100パーセン

トに合致しない場合があゆます。

また、複数回答可とした設問においては、合計が 100 パーセントを上回る場合があります。

なお、回答者数の異なる問については、回答者の数を「N=■●人」で表現してぃます。

問1 あなたの性別をお答えください。

選択肢

男性

女性

回答者数

67人

(無回答:1人)

84人

割合

151人

44.49'0

55.69'0

100.oqo

男性
44.4%

t三五口



問2 あなたの年齢を選択してください。

選択肢

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

合計

回答者数

9人

21人

26人

25人

44人

27人

152人

割合

599,、0

13.89、'0

問3 お住まいの町名を教えてください。

17.19"0

16.49,'0

289ツ0

選択肢

東部

西部

南部

北部

合計

17,89/0

100.oq'0

回答者数

38人

28人

35人

51人

152人

、

、、U、、、、

、、、、、、.、、、、

、ゞ、、、、、、、、^、、、

、、、.、、、、、、、、、、、、、、、、、、

、、、、、、、、、、、、、、、、、、^、、、、
、、、、、、、、、、、、、^、、^、、、

、、、、、、、、、、、、、、^、、、、、、、

、、、、、、、、、、、、、、^、、

、、、、^

、、.、、、、、、

※ご記入いただいた町名をもとに、東西南北に分けて集計しています。

割合

、、、、、^、、U'、、

、、、、、、、、、、、

、、、、、、、、、

、^、、

25.09'0

18.49'0

40代
1プ'生%

23.091'0

33.69'0

100.09、0

東部

250%

56



【駐車場について】

問23 あなたは、自動車を利用(同乗を含む)しますか。なお、ノ(,ス・タクシーなどの公共交

通機関は除きます。

選択肢

よく利用する

ときどき利用する

全く利用しない

合計

(無回答:2人)

回答者数

97

33

20

150

<年齢別割合>

割合

64.79'0

22.oqo

13.3qo

10oqo

70tult上
^B%

659%

よく判用す
る.64.7沌

f、既"い、鉾^、'

76,^

0%

●「よく利用する」と答えたかたが全体の約65%を占めていることが分かのました。

●「よく利用する」と答えたかたを年齢別で見ると、年齢を増加するにつれて割合が高く

なの、 50代の76%をピークに割合が減少していることが分かりました。弐た、「よく利

用する」と「ときどき利用する」の合計も同様の傾向があることがわかりました。

72^

33,3%

2(瑛

よく剰用する

臼6.フ%

眺,

●系糊武ミ§熊遜黙^

X§1謹蕪之隷選ミξ

訊泌 1(X:渓獄^

る口全く利用レ老い

、、、

.、

4(渓'

とぎどき

念4^

心'峡

、

郡
徹
畿
畿
翻
勝

N



問24 あなたは、自動車をどれくらいの頻度で運転しますか。

選択肢

ほとんど毎日

週に2~3日チ呈度

月に数回ネ呈度

年に数回程度

運転しない

合計

(無効回答:5人)

回答者数

76

25

6

4

19

130

割合

58.59、0

19.29'0

4.69"0

3.1%

14.69"0

100.09'0

<年齢別割合>

70代以と
N=,9

526%、

512%

厚とんど笹日,
58.5胎

68^

542%

0%

ほとんど毎日

28^.

■Π薮とんど毎日」、「週に2~3日程度」と答えたかたが全体の約 75%を占め、多く

の方が日常的に運転していることが分かりましたまた、 20 代を除くと、どの年齢

層でも非常に高い割合で運転頻度が高いことが分かりました。

706%

:16籬:

2^、 ^4^

2~3日程度口月に数回程度

、

'23^:1:

寂

舶●%

Ⅷ11 批ミ訓棚Ⅲ N読

'

^

年に数回程度 し匙い

58

1α^

繊
畿
綴
総
欝



問25 あなたは、主にどのような目的で自動車を運転しますか。(複数回答可)

回答数割合

通勤 41 36.69,0

通院 15 13.49,'0

子供や親などの送迎 22 19.69"0

仕事・業務 23 20.59、0

旅行・レジャー 23 20.59'0

その他(買い物) 24 21.49,'0

※2 9.^その他(買い物以外) 11 9.89'0

回答者数=111人有効回答数=159

※1回答者数に対する割合

※2 「その他」の意見(「買い物」は除く)

・習い事、スボーツ、イベント、趣味、実家への1主来など

選択肢

・通学

眼亘昼冒■厘曳曼更曼"冒皿皿皿皿■
N皿置置皿■匡ヨ■笛'■■■皿■■■

1 '

典,.

<地区別割合>

3.4%

19.^、

20.^

Z)5%

^.^

14%

1慨瑞闘11 1脂鵬閑"ⅡⅡ
■■臣至=血■■●■■■翻

11 町111

Ⅲ1、・',俳斌i雄磁難猶血

朏爲劉1 '・

●運転の目的について、「通勤・通学」と回答されたかたが最も多く、全体の約

37%を占めることが分かのました。また、地区別に見ると「南音Ⅲの回答にお

て、他地区と比べ「通勤・通学」の回答割合が高いことが分かりました。

59

●」

.◆'.

,



問26 「問25」で回答した目的で自動車を運転した際に、駐車場にどの程度の時間、駐車し

ていますか。

害1ム・回答数選択肢

30分未満 6.4qo7

30分以上1時間未満 30 27.59、0

1時間以上3時間未満 35.89、'039

3時間以上6時間末満 6 5.59'0

゛゛窯N途鄭,、
6時間以上12時間未満 239ツ026

、§、・・ト・・、、>・'1§§§§§§12時間以上24時間末満 09qo1

＼、1無{、i、・'、弐§{R1尽、、再1,
'1武鑓隈§製ゞ,:

0.09、024時間以上 0

1009、0合計 109

2人)(無効回答:6人)(無回答:

<目的別割合>

レジャ

N=22

仕事・窯務

N毛3

送迎

トト21

5%

13,^

トト18・

抽・毛

9.5%

鼠跳6^4^2^0%

01時聞以上3時聞棄滞30分以LI^

6^以ヒ12跨面来 12時問以と23時聞1比L6

●比較的短時間の「30分以上1時間未満」、「1時問以上3時間未満」と回答されたか

たが全体の約63%、長時間の「6時間以上12時問末満」と回答されたかたが全体の

約24%を占めていることが分かりました。また、目的別に見ると、「通勤・通学」で

の駐車は「6時間以上12時間未満」が全体の約58%を占めること、その他の目的で

は、「30分以上1時間未満」、「1時間以上3時間未満」の短時間駐車が非常に多いこと

が分かりました。

N鴫0

1(^

喫

応

60

'r心

'~讐a纖さ,'

30莞 6.1%

、

、、.Y

、、、,、

4.%

13.

釘i^'

、

4

、、

、
、

、
、

、
、

、
、

、
、

畿



問27 あなたは目的地から駐車場までの距離はどの程度が許容範囲と思いますか。

選択肢

50m (徒歩30秒チ呈度)

10om (徒歩1分程度)

20om (徒歩2分チ呈度)

30om (徒歩3分程度)

40om (徒歩4分チ呈度)

50om以上(徒歩5分哉以上)

合計

(無効回答:3人)

回舗数割合累計

11 8.59'0 8.5q'0

23 17.79"0 26.29/、0

21 16.29'0 42.39,"0

41 31.59、0 73.8q'0

11 8.5q0 82.3q'0

23 17.79'0100.09,'0

130 100.oqo

<年齢別割合>

70代以上

N=17

60代

N42

50代
N毛5

鼠工札

71

脚同船

ル'欄 1父

畿・

20.^

で

20代
N冨7

、、ま語、

;論壽^ヌ

^くパ 1Ⅲ蹴熊;轟Ⅲ1Ⅲ

髄L^ 、、,追^＼

朏熊朧朏1棚1Ⅲ11旧11'

欝逃t刑肌11ⅢⅢ

'牒叉望143^."

0%

キ

●目的地から駐車場までの距離の許容範囲について、「30om」と答えたかたが約

32%で最も高い割合を占めていることがわかりました。また、年齢別に見ると、 20

代では「50om以上」と答えたかたが最も多く全体の約71%を占め、50代では「300

m」と答えたかたが全体の92%の方が許容範囲として回答していることが分かりま

^

加^

2^

^(徒歩^

02^m (徒歩2分程度)

4(X)m (徒歩4分檀脚

'至^

^

,^罫 Z^

~＼§Q眺
炭削^

IY」4妬、

包8%一脂露駆謂Ⅱ

^

4(駕

'^^

61^ ^

1^『1(徒歩1分捜度)

3(X》「.(徒歩3分蛭度)

鼠X)rn以上(徒歩5分程度以上)

1^

器
際
器
譲
譲
゛

,



問28 目的地から、駐車場までかなりの距離(徒歩10分以上)がある場合、どのような条件

であれば利用してもよいと思いますか。(複数回答可)

選1尺肢

駐車場と目的地間でシャト

ルバスが頻繁に運行してい

る

駐車場と目的地間が、路拓泉

バスや路面電車で簡単に行

き来できる

駐車料金等の金銭面で儷邑

される

目的地に送迎用の停車スペ

ースがあり、運転手は駐車

場で快適に待機できる

目的地間と雨に濡れずに行

き来できる

回答数 害1合'※

49 36.89'0

33 24.89、0

その他

65 48.99、0

62

その駐車場を使わない

24

回答者数=130 有効回答数=237

※回答者数に対する割合

^ 8(跳18.09、'0

368%

24^'

49 36.8qo

0

●「その駐車場を使わない」と回答したかたが全体の約 13%を占め、他の選択肢に

あるような対策がある場合には、比較的距離が遠い場合であっても駐車場を利用する

方が多いことが分かった

0.09'O Q(浅'

17

48.^

12.89'0

8%

12^、



問29~問46 あなたは、次の地区の駐車場{ネ総量として足りていると感じますか。

1217 6 12 9 15 72 f畭鳧＼ 試喜^ミ4、3%
^

脚畔縲棚1124 4 11 16 17 25 51 、、 '4ユ禽15隅
口

イ又P
126 7 23 12 31 34 19 滕鷺;馴1111恨鴬1111Ⅲ 司制21,^

口辺

12612 20 9 26 41 18 翼咋'8寿賊1'1.1鼻 4

口辺

'町・,同
129 13 25 15 23 38 15 U縲掃Ⅲfl_4% 21^ 3ミ^

・思案橋周辺
、福寺

0^滕側111ι黒邪仙124 11 14 12 20 14 53 15.^ 1輩.々導 雫乳?寓
。辺
華街
124 8 20 12 24 29 31 亀側 仰暫閣:馴1Ⅲ之き占% ■■ユ美、、

口辺
出
12 8 10 15 31 29 32 ■●2粥8.6%オ0^

。辺

k辺の林
126 14 25 12 25 30 20 之^13^

、園周辺
公力町
124 9 15 17 23 13 47 It.7覧 ,9.6弧 亀

・大浦周辺

124 6 27 8 28 31 24 史T^
戸辺

崎駅
127 9 13 8 26 58 13 ?.恢"鰯 ^9風,

。辺

町・茂
'肌胤篇ⅢⅢ125 3 21 12 25 18 46 ^^ ^^

町周辺
、

口
、雜111肥雜11111111123 8 21 10 21 11 52 ,1.^ ^伸舶

目辺

、,和公園
＼＼Ⅲ1鵬織仙1111124 5 16 16 22 15 50 烈醐

自辺

'＼ 111則畔糊棚1111"124 2 14 12 25 16 55 ^^
^

'懸脚1111," 1棚124 8 22 11 23 14 46 之8.^10.3弧
^

、

愚側1脚駅乳Ⅲ1脚123 3 12 11 19 11 67 、4 2^4% 、乳^
口

※グラフは「利用しないのでわからない」の回答を除く

●駐車場の総数が「少し足りていない」、「足のてい恋い」と回答されたかたが全体の

50%を超える地区が多数を占め、特に長崎駅周辺においては約74%と顕著であの、

次いで出島周辺、中央橋周辺で高いことが分かりました

63

則1"編器1州 玲洲

、111脚削劉脚Ⅲ佃鯵

恨窯馴 ,1畔

足りている

どちらともいえなし

足りていない

だいたい足りている

少し足りて、陬い

印舛

加昂

1▼肺

'1缶6船

※
利
用
し
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い

足
り
て
い
な
い

少
し
足
り
て
い
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

だ
い
た
い
足
り
て
い
る

足
り
て
い
る

回
答
数

屋余
辺
、
、
、
辺

大
0
辺
吉
辺
L
辺



問47 あなたは、次の各地区で駐車できる駐車場(満車で1ネない駐車場)が見つけにくいと

感じる地区はありますか。(複数回答可)

選択肢

蛍茶屋周辺 19

諏訪神社周辺 23

市役所周辺 30

中央橋周辺 36

浜町・銅座・思案橋周辺 43

崇福寺周辺 11

中華街周辺 30

出島周辺 14

水辺の森公園周辺 24

松が枝町・大浦周辺 12

大波止周辺 15

46長崎駅周辺

宝町・茂里町周辺 12

11浜口周辺

平和公園周辺 14

長崎大学周辺 22

住吉周辺 18

赤迫周辺 8

特に感じない 20

回答者数=125 有効回答数=408

※回答者数に対する割合

回答数

24.0%

害1合'※

34.4%

15.29'0

6.4%

18.4qo

15.2%

「、、、、、^ 18.4%

6.^

24,09"0

●駐車場を見つけにくぃと感じる地区として、「長崎駅周辺」と回答されたかたが回答

者全体の約37%、「浜田・銅座・思案橋周辺」が約34%を占め、高いことが分かの

ました。

28.89"0

19.2%

34.49、'0

17.6%

8.89"0

14.4%

24.0Ψ0

14.49"0

「、、、、、^ 11.2%11.2ψ'0

16.0%

19.29,'0

8.8%

24.(泓

64

「ーー、、、^ 96%9.6q'0

「ーーーーー^ 12.(^12.09i'0

「、、ーー、^ 96%9.6Ψ0

8.8%8.8ツ0

「、、、、ー^ 11.2%112ツ0

17.69"0

6.49、0

28.8%

16.09'、0

36.89、'0



問48 あなたが、目的地周辺で空いている駐車場が見つからなかった場合の対処として、経

験したことがある項目を答えてください。(複数回答可)

選択1支

目的地の駐車場が空くの

を待った

目的地からかなり離れた

駐車場に駐車した

目的地付近に路上駐車を

した

目的地付近の駐車場や道

路以外の別のスヘースに

駐車した

目的地に同乗者を降車さ

せ、用事が済むまで運転

手は別の場所で待機した

目的地に行くことをあき

らめた

回答者数=130 有効回答数=253

※回答者数に対する割合

回答数 害1△

62 47.09、'0

90 68.291'0

4 3.09'0

11

フ.0%

3.0%

8.39'0

●周辺の道路交通に支障を与え恋い「目的地からかなの離れた駐車場に駐車した」と

回答されたかたのが全体の約68%と最も高い割合であるものの、次いで道路上での

空車待ちとなる「目的地の駐車場が空くのを待った」と回答されたかたのが約47%

であることが分かった。

44

83%

333ツ0

42 31.8ψ0

33.3%

1.8%

65



問49 あなたは、駐車場の場所や料金、満空情報をどのように調べますか。(3つまで回答

可)

選チ尺肢

電話で問い合わせる

目的地のホームページを閲
108ψ014

覧する

目的地周辺の駐車場の案内
13.1%17

ホームページを閲覧する

地図や地図アプリ、カーナ
18.5,'024

ピの機能を使う

目的地周辺で直接探す 69.29'090

35 269ψ0特に調ぺない

(回答者数=B0人)(有効回答数=183)

回答数

3

害1ム

2.39,'0

66

26.9%

<年齢別割合>

3%

%

Ⅱ2.3%

[1] 10.8%

692%

●「目的地周辺で直接探す」と回答されたかたの割合が全回答者のうち約 69%であ

り、事前に駐車場の情報を得る選択肢は割合が少ないことが分かのました。また、年

齢別に見ると、年齢が上がるにつれ、事前把握タイプの回答が少なく恋る傾向にある

ことが分かりました

a^a跳

目的地のホムベジをる

地図や地図アプリ、カーナピの桜能を使う

特に調ぺ啄い

70代以上

""部。
60代

,島,,,■,●,●● n.%

1(X)%

Ⅲ1肌瓣欝繍ⅧⅢ

4(溌

13.1%

N=581

50代

N=38

11E}帯.・',',.・、,',,,',,,',',',',.,事 2%
44'電'

,,.、、、、.、:'.';':':':、:'

_9%纖寵、ミ隷Ⅲ慌繍却11:::靴::::¥效¥鮑.4%::效靴:::::::::1;

事前把

内.眺鷺ミ§^Ⅲ '・'・・"・"'44^・"・"・'・・'

"罵ゑ^隱州Ⅲ 1 之4.筋:・',ガがガ

%,,・,・,、,,・・,,・俵】^,,,,、,・・,・,,,,,,,

18.5%

'。R
N=29

30代
N三23
0

20代
N=12
0

Z)%^

話で問い合わせる

目的地周辺a駐車燭d燦内ホムヘジを閲る

目的地周辺で塵接探す



問50 あなたは、商業施設に買い物やレジャーに行く場合、どのような条件であれば、自動

車を使わずに目的地に行きますか。(3つまで回答可)

選択肢 回答数

徒歩で行ける範囲の目的地 フフ

目的地に公共交通機関4X亭

留所等がある

公共交通機関から目的地ま

で雨に濡れずに移動できる

自宅と目的地共に公共交通

機関の停留所等に近い

駐車場の料金が非常に高い 26

駐車場がいつも満車状態で
27

入庫に時間がかかる

自動車を使わないで来ると
13

特典サーピスが受けられる

余程のことがなければ自動
34

車を利用する

回答者数=130人有効回答数=315

※回答者数に対する割合

41.2%

害11令'※

58.89,'0

58 [フニー^144.3%44.39,0

26 19'89'0

54 412ツ0

[1]9.9%

[1^26.0%

●歩行距離が短いことを連想する「徒歩で行ける範囲の月的地」、「目的地に公共交通機

関の停留所等がある」、「自宅と目的地共に公共交通機関の停留所等に近い」の3つの回

答の割合が高いことが分かりました。

19.8q'0

26.0ツ0

19.8%

58.8%

20.6ツ0 0.6%

999'0

19.8%



問51 市内の駐車場に関する意見がある場合は、記述してください。(自由記述)

(駐車場の質に関する意見)

.出入りが難しい駐車場や、車路が狭く離合いこくい立体駐車場よりは、多少目的地より離れ

ていても、広くて安心して出入りできる駐車場を選んでしまう。

.1台、 1台の駐車スペースが狭い。入口、出口が出入りしにくい。立体駐車場が最近の自動

車の車高に対応できていない。

.市内中心部に行く際には、小規模の駐車場は空きが探しにくいため、商業施設などの大きな

駐車場に停めるようにしている。

.数を増やすより既存の駐車場を整備する方が効果があると思う。(循環効率が上がる.為)

・中心倍Ⅲこ広い駐車場があると助かる。

.'中心倍βの駐車場は狭い。ぶつけそうになるので、スペースの規制を作ってほしい。

.市内コインパーキングの空き状況が複数、りアルタイムで確認できるとよい。

.'立体駐車場の駐車スペース、走行スペースが狭い。

.場所、日時で駐車場周辺値車が集中するため、他の車の迷惑になつていると思う。

.駐車場マップ等が配布されると助かる。どこに駐車場があるのかわからない。

.駐車場が少ないのもあるが、スペース(車を停める)が狭いと思う。今は、大きめのワゴン

を持っている家庭が多いので、隣り合わせるとドアがあけにくいこともある。

.浜町周辺の駐車場は、とても利用しづらいと思う。商店街繁栄のためにも、位遣など検討

し、整備してもらいたい。

.駐車スペースが狭い駐車場が多い。

.最近は浜の町へ車で出かける事はなくなったが、子供力Ⅵ、さい頃は商業施設が浜の町しかな

<一駐車場→べピーカーでの移動は、荷物を抱えてはおっくうだった。今の若い方は一駐車

場完備の商業施設で買い物が出来、、またイペピーカーの貸し出し等もあり、うらやましい。

(駐車場の量に関する意見)

.時津方面に住んでぃる友人は浜町周辺には駐車場がないし、大きな駐車場があっても浜町

からはなれているのであまり浜町周辺には来ないと話していたことがあった。

.長崎駅周辺に駐車場が少なし、、。また、混雑している場合、戸惑う。

・浜町周辺は駐車場が少ないので困る。

.全体的に駅を起点として北の方向は余り問題ないと思う。南の方向は駐車場が少ないと思

つ。
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・市内中央部は駐車場が特に少ないと感じる。長崎という土地柄、大変かもしれないが、もっ

とたくさん駐車場があればいいと思う。

・市内中心倍Bの駐車場が少ない。

.長崎は駐車場が足りないといつも思う。だから、足ゆない所1こは寄り付かないように生活し

ている。

・公共の駐車場をもっと増やしてもらいたい。

・安くて広い駐車場を増やしてほしい。

・郊外の住宅地にも時問駐車場があった方がよい。

.くんちやランタンなどイペントがある時はなかなか駐車場が空いていないので、遠くにとめ

てタクシーで行ったり、行く事をやめたりする。そういう時に臨時駐車場があれぱもっとイ

ペントに行きやすいと思う。

・空いている駐車場が少ない。

・長崎市全体にもっと大きな駐車場が増えることを望む。

・広くて、料金が安い駐車場が増えて欲しい。

・仕事で市内駐車場を利用する際は、特に「満車」状態で不便と感じることはあまりない。特

に市役所周辺へ行くことも多いが、あるチ呈度の数が整備されておゆ、不便には感じない。

・観光客の方向けの施設周辺は時期によって・は、満車状態が続く事が散見されているように感

じる。目的地によっては改善の必要があると思う。

・駐車場付近の道路が狭く、停めづらいところが多い。

・1弸a不自由していない。

.旧長崎市の駐車場は充足しているとは(特にイペント開催時)言えない。でも市街地に駐車場

を増やすのではなく、新しく長崎市となったエリアに大きな駐車場を設け、市街地までのア

クセスを良くする方向に考え方を変えれば、,新市内となったエリアの経済効果と認知度叩

を狙えると考える。
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(施設個別の駐車場に関する意見)

.商業施設のキャンペーンやイペントがあると満車になることが多く一駐車1こ時間がかかる。

他の場所(公共施設の駐車場)を無料開放してほしい。

・長崎大学病院の駐車に満車のため大変時間がかかった。改善してほしい。

・商業施設の駐車場待ちもわかっているので休日は行かないようにしてぃる。

・駐車待ちの車が車線を占有しているのは交通事故の原因になるので警察が指導すべき。



・大型商業施設の駐車場が満車で数時間待つこともある。

(駐車料金に関する意見)

・駐車場代が高い。

.民間の駐車場がほとんどなので、料金が高くて、病院への送迎が大変になる事がある。

.長崎市内の駐車料金は高い。公共交通機関も小さい子供がいると動きにくい。だから、市内

より駐車料金がかからない時津や長与に買い物に行く。長崎市内にお金を落としたくても考

える。

.駐車料金が高すぎる。市営、県営など公営の駐車場を増やす必要があると思う。30分100

円は多いが40分100円となると、いつも満車でなかなか空かない。10分の違いは大き

い。

.道路脇にあるパーキングチケット(市民会館横、税関前じ安達ピル横他)の駐車料金を1時

間単位から30分単位に変更してほしい。

.市内中心倍βの駐車場は料金が高い。

・他県と比べて駐車料金が高い所が多い。

.20分単位の料金設定などは空いている所があるが、駐車場代金が高いと思う。

・料金が高い。

.車で行く利便性を優先するなら、この狭い町で"少ない、高い"というのは、あるネ呈度、受容

しないといけないと思う。

・市で助成できないのか。

.市内場所によって多少の差があるのは当然と思、うが、観光地付近の駐車料金が高いと感じ

る。

.街から遠い地域には駐車料金を安くして欲しい。

.長崎地区の駐車場は、中心倍βにおいては一駐車料金が高いと思う。

.駐車場が少ないうえに料金が高すぎる。

.駐車料金が高すぎる。

.長時間駐車する場合、最大料金が決まっている駐車場の数が少ないと思う。

.大村、諌早の友達が長崎{こ来る時、駐車場の心配をよくする。利用するとき、長くなりそう

なときは、,駐車料金が定額であったり、買い物したら、優遇される所を利用してしまう。
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.地図アプリ{こは小さな駐車場も載っているのだろうか。料金が高くなってしまいびっくりし

たこともあるので、アプリに料金も載っていると助か.る。定額料金で1,000円以下ぐらい

だと助かる。

・主に浜の町周辺の駐車場を利用するが、料金が高い。

.松が枝町にある2つの駐車場のバス料金を見直してはどぅか。ランタンフェスティノUレ時伝

県外観光バスのドライバーよゆ「経費を僅かでも削減するため安い駐車場を利用する」と聞

いた。駐車料金をイベント時限定でも割引し、松が枝町の駐車場に誘導する事でグラバー園

に立ち寄る等、観光客が使用するお金が増える事もあるのではないか。

.路上駐車可能エリア U(ーキングチケット)では1時間しか駐車できないので、30分単位

で2時間を上限として設定したら如何か。

・料金が高いし>駐車場が少ない。

・率直{こ言って田舎なのにも関わらず高い。

・駐車場代金が高い。

.どの地域も駐車場を探すのに苦労する。あっても駐車料金が高い。

(駐車場以外に関する意見)

.バス停など、雨の日に濡れず、イスに座って待てるよう{こして公共交通機関が利用しやすぃ

ようにしてほしい。

・バス運賃が高い。一区間で最高50円上がる。

.事故が多いイメージ。道も狭く、毎日同じ所で渋滞してぃる。危険な道も多い。信号なども

増やしてほしい。

.市中心部へ行く際、公共交通機関を利用を勧められるが、交通便が非常に悪い地域から利用

しにくい。バスが1時間に1便だと利用したくても無理。市街地から離れた地域への配慮を

もっとして谷欠しい。
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②用語解説

用語

駐車場整備地区

高次な都市機能増進

施設

・商業・近隣商業地域などにおいて、自動車交通が著しくふ

くそうする地区で、道路の効用を保持し、円滑な道路交通を

確保する必要があると'忍められる地区で、都市計画で定める

地区のこと。

.商業、医療、福祉、教育、文化、行政等の各種サーピスを

提供する施設のうち、日常の生活圏域を超えて、広域的に全

市民または各地域に住む市民が公共交通等で都市の主要な地

域(都心部、都心周辺部、地域拠点)に移動して効率的に利

用できる質の高いサーピスを提供する施設のこと。

・長崎市立地適正化計画において、将来にわたってあるべき

高次な都市機能増進施設を整理している。

.市街地への自動車の流入を抑制するための対策で、市街地

周辺部に駐車し、市街地では公共交通機関を利用する取組み

のこと。公共交通機関の利用イ足進や交通渋滞の緩和、温室効

果ガス削減等の効果がある。

・1CT (情報通信技術)を活用し、マイカー以外のすべて

の交通手段によるモビリティ(移動)をーつのサーピスとし

てとらえ、シームレス忙つなぐ新たな「移動」の概念。利用

者はスマートフォンのアプリを用いて、交通手段やルートを

検索、利用し、運賃等の決済を行う例が多い。

会員間で特定の自動車を共伺使用するサーピスのこと。自動

車を借りるという点ではレンタカーと近いサーピスである

が、一般的化レンタカーよりも短時間の利用を想定してい

解説

パークアンドライド

Maa s (モピリテ

イ,アズ・ア・サー

ピス)

カーシエアリング

路外駐車場

附置義務制度

道路の路面外に設置される駐車場で、不特定多数の利用者が

利用する駐車場のこと。月極駐車場や社員専用駐車場などは

除く。

一定規模以上の建築物を新築・増築などする場合に、駐車施

設の設置を義務付ける制度のこと。



●ナ

用鼻

とむ~で C om

地方公共団体の条例により、対象となる施設用途や規模につ

いて定める。

特定用途

(一社)長崎サーピスアンドディベロップメントが運営管理

するシステムで、スマートフォンなどにより、登録されてい

る駐車場の位遣や満空盾報などをりアルタイムで確認するこ

とができる。

非特定用途

ダブルスペース

解説

駐車需要を生じさせるチ呈度の大きい用途のこと。百貨店その

他の店舗や、事務所、病院、ホテルなど。

次世代自動車

駐車需要を生じさせるチ呈度の小さい特定用途以外の用途のこ

と。住宅、学校など。

車いす使用者のために幅の広い駐車スペース(幅3.5m以

上)にプラスして軽度障害者や高齢者用化通常の幅(幅2

5mチ呈度)で施設出入口に近い駐車スペースを設けること。

ハイブリッド自動車、電気自動車、プラグイン・ハイブリッ

ド自動車、燃料電池自動車、クリーンディーゼル自動車のこ

と。
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